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昨
年
８
月
30
日
、
東
京
は
２
０
１
６
年
「
第

31
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
国
内
立
候
補

都
市
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
開

催
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
２
０
０
９
年
の
国

際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
総
会
に

お
い
て
、
正
式
に
選
ば
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委

員
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、

東
京
都
、
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
な
ど
が
協
力
し
、
今
後
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動
を
戦
略
的
、
効
果
的
に
展

開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
都
庁
で
も
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
推
進
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
推
進
会
議
は
、
２
０
０
８
年
秋
に
予
定

さ
れ
て
い
る
開
催
概
要
計
画
書
の
提
出
に
向
け

て
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
高
い
評
価
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う

な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
の
関
連
事
業
を
各
局
が
連
携
し
て
進
め
、
開

催
都
市
と
し
て
の
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
八
丈
町
・
青
ヶ
島
村
を

は
じ
め
、
多
く
の
区
市
町
村
議
会
で
招
致
決
議

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
向
け
て
、
皆

様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
総
務
課
庶
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
１

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
八
丈
町
と
青
ヶ
島
村
の
皆
様
に
は
、
抱

負
を
胸
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
の
八
丈
町
の
漁

業
に
つ
い
て
は
、
ハ
ル
ト

ビ
は
好
漁
だ
っ
た
も
の

の
、
カ
ツ
オ
は
不
漁
で
あ

り
、
燃
料
代
高
騰
な
ど
の

影
響
も
受
け
て
、
経
営
的

に
は
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
支
庁
と
し
て
も
引
き
続

き
、
水
産
基
盤
整
備
等
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
農
業
に
つ
い
て
は
、
鉄
骨
ハ
ウ

ス
や
ロ
ベ
ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
設
置
に
よ
る

花
き
類
の
品
質
向
上
を
図
る
な
ど
、
今
後

も
、
活
力
あ
る
地
域
農
業
の
た
め
に
、
必

要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
青
ヶ
島
村
で
は
、
花
き
生
産
振
興
用
ス

ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
設
置
や
新
た
な
水
産
加

工
品
の
開
発
な
ど
、
付
加
価
値
の
高
い
農

水
産
物
の
生
産
に
よ
り
、
村
の
産
業
基
盤

を
堅
固
な
も
の
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
に
、
港
湾
の
整
備
や
海
岸
線
を
中
心

に
崩
落
防
止
の
た
め
の
治
山
事
業
を
、
国

等
と
も
連
携
し
な
が
ら
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
八
丈
島
観
光
産
業
活

性
化
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
年
間
の
実
績
を

踏
ま
え
、
更
な
る
観
光
活
性
化
施
策
の
実
施

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
フ
ラ

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
大
成
功
は
、
か

つ
て
東
洋
の
ハ
ワ
イ
と
言
わ
れ
た
八
丈
島
の

新
た
な
観
光
資
源
の
再
来
を
も
予
感
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る
成
功
の
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た

取
組
み
と
並
行
し
て
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
等

の
地
域
特
性
を
、
魅
力
あ
る
資
源
と
し
て
と

ら
え
、
地
元
産
業
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
有

す
る
資
源
を
結
び
つ
け
、
「
足
が
地
に
つ
い

た
」
地
場
産
業
・
観
光
産
業
を
育
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
都
は
こ
う
し
た
取
組
み
を
支

援
す
る
シ
ナ
ジ
ー
ス
キ
ー
ム
事
業(

経
営
・
産

業
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
相
乗
効
果
が
発
揮

で
き
る
事
業)

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
八
丈
支
庁
は
、
防
災
対
策
の
充
実
、

港
湾
・
道
路
・
河
川
等
の
整
備
、
空
港
の
安
全

性
の
向
上
、
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
特
に
、
地
元
産
業
・
観
光
活
性
化
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
地
元
町

村
施
策
と
密
接
な
連
携
の
下
、

最
大
限
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果

（
相
乗
効
果
）
が
期
待
で
き
る

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

関
係
機
関
・
住
民
が
一
体
と
な
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
期
待

　
　
　 

 

八
丈
支
庁
長
　
三
井
　
幾
雄

い
よ
い
よ
本
格
化
！
　

 
 
 
 
 
 
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動
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八
丈
島
警
察
署
、
八
丈
町
消
防
本
部

及
び
八
丈
支
庁
を
主
体
と
し
た
八
丈
島

空
港
関
係
機
関
は
、
保
安
体
制
強
化
の

た
め
11
月
21
日
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
対
応
、

不
法
侵
入
対
応
及
び
消
火
救
難
の
３
つ

の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

○
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
対
応
訓
練

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
八
丈
島
発
・
大

島
行
の
航
空
機
が
八
丈
島
空
港
へ
引
き

返
し
て
く

る
と
い
う

想
定
で
の

訓
練
で
す
。

　
八
丈
島

空
港
管
理

事
務
所
は

関
係
機
関

へ
速
や
か

に
連
絡
し
、

対
策
本
部

を
設
置
し
ま
し
た
。
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ

れ
た
航
空
機
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）
が
到

着
し
た
後
、
空
港
管
理
事
務
所
は
航
空

局
へ
空
港
を
閉
鎖
す
る
連
絡
を
し
ま
し

た
。

　
航
空
機
が
定
位
置
に
駐
機
し
た
こ
と

を
確
認
後
、
警
察
車
両
が
包
囲
し
、
粘

り
強
く
犯
人
の
説
得
に
当
た
り
、
説
得

に
応
じ
投
降
し
て
き
た
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

犯
を
逮
捕
し
た
後
、
乗
客
ら
を
誘
導
し

ま
し
た
。

　
空
港
管
理
事
務
所
は
、
対
策
本
部
か

ら
犯
人
の
身
柄
を
確
保
し
た
連
絡
を
受

け
た
後
、
滑
走
路
と
エ
プ
ロ
ン
を
点
検

し
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
の
う
え
、

航
空
局
へ
空
港
閉
鎖
解
除
の
連
絡
を
し

ま
し
た
。

○
不
法
侵
入
対
応
訓
練

　
不
審
車
両
が
空
港
管
理
事
務
所
横
の

ゲ
ー
ト
か

ら
進
入
し
、

滑
走
路
を

走
行
し
た

場
合
の
訓

練
で
す
。

　
空
港
管

理
事
務
所

は
、
航
空
局

へ
空
港
閉

鎖
の
手
続
き
を
と
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
に
保
安
体
制
を
と
る
よ
う
連
絡
通

報
し
ま
し
た
。

　
空
港
管
理
事
務
所
か
ら
連
絡
を
受
け

た
警
察
は
、「
不
法
侵
入
事
案
等
発
生
時

に
お
け
る
緊
急
対
処
要
領
」
に
従
っ
た

的
確
な
対
応
に
よ
り
、
刃
物
を
持
っ
た

不
法
侵
入
者
を
逮
捕
し
ま
し
た
。

○
消
火
救
難
訓
練

　
羽
田
空
港
発
・
八
丈
島
空
港
行
の
航

空
機
（
乗
員
乗
客
80
名
）
が
、
着
陸
の
際
、

突
風
に
あ
お
ら
れ
滑
走
路
を
逸
脱
し
緑

地
帯
で
停
止
し
た
こ
と
を
想
定
し
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
爆
発
炎
上
の
恐
れ
が
あ
る
と
の
連
絡

が
機
長
か
ら
航
空
局
へ
通
報
さ
れ
ま
し

た
。
空
港
管
理
事
務
所
は
、
重
大
な
被

害
が
生
じ

る
と
判
断

し
、
滑
走
路

を
閉
鎖
す

る
措
置
を

と
る
と
と

も
に
、
「
八

丈
島
空
港

消
火
救
難

隊
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
化
学
消
防
車
や
救
急
車
が
事
故
現
場

に
到
着
し
、
乗
客
の
救
出
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
負
傷
者
の
重
症
度
、
緊
急

度

な

ど

に

応

じ

て

適

切

な

治

療

や

搬

送

を

行

う

ト

リ

ア

ー

ジ

が

行

わ

れ

ま

し
た
。
乗
客

を

救

出

し

た
後
、
航
空

機
か
ら
火
災
が
発
生
し
、
消
防
本
部
と
消
防

団
が
連
携
・
協
力
し
消
火
活
動
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
不
測
の
事
態
に
対
す
る
取

組
み
を
日
頃
か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
有

事
の
際
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
　
　
八
丈
島
空
港
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
―
０
１
６
３

八
丈
島
空
港
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

　
　
　
　
　
対
応
訓
練
等
を
実
施

航空機（バス）を包囲するパトカー

トリアージの実施

不法侵入者を包囲する警察官

航空機の消火活動

　
毎
年
、
東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
「
東

京
都
公
立
学
校
美
術
展
覧
会
」
を
開
催
し
、

都
内
の
公
立
小
・
中
学
校
や
都
立
高
等
学
校

等
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た
図
画
工

作
、
技
術
、
家
庭
、
美
術
等
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
今
回
で
56
回
目
の
開
催
を
迎
え

る
、
長
い
歴
史
の
あ
る
展
覧
会
で
す
。

　
八
丈
町
、
青
ヶ
島
村
の
子
ど
も
た
ち
の
作

品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
会
場
の
近

く
へ
お
出
か
け
の
際
に
は
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。
（
入
館
無
料
）

★
日
時 

２
月
14
日
（
水
）
〜
18
日(

日)

　
　
　 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　 

（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

★
会
場 

東
京
都
美
術
館

　
　
　
　
（
台
東
区
上
野
公
園
内
）

★
交
通 

Ｊ
Ｒ
上
野
駅
か
ら
徒
歩
５
分

 

教
育
庁
八
丈
出
張
所 

℡
２
―
０
７
４
２

　
東
京
都
公
立
学
校
美
術

　
　
　
　
展
覧
会
の
お
知
ら
せ
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延
滞
金
は
、
納

期
限
ま
で
に
納

税
さ
れ
な
い
場

合
に
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付

し
た
日
ま
で
の

日
数
に
応
じ
て
加

算
さ
れ
ま
す
。

　
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
は
、
平
成
18
年
は
年
４
・
１

％
（
平
成
19
年
は
、
年
４
・
４
％
）
１

か
月
を
経
過
し
た
日
以
降
は
年
14
・
６

％
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
　
例
え
ば
、
税
額
３

９
５
０
０
円
の
自
動
車

税
で
計
算
す
る
と
、
１

月
１
日
現
在
で
３
０
０

０
円
、
１
年
間
納
税
が

な
け
れ
ば
19
年
５
月
末

時
点
で
、
５
３
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
自
動
車
税
は
車
検
時
に
納
め

れ
ば
よ
い
の
で
は
な

く
、
定
め
ら
れ
た
納

期
限
ま
で
に
納
税
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
車
検
切

れ
の
自
動
車
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
く

 
　
こ
ん
に
ち
は
、
八
高
で
す

★
「
税
の
標
語
」
で
入
選
し
ま
し
た
！

　
全
国
関
税
会
総
連
合
会
が
主
催
し
た

第
14
回
「
税
の
標
語
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

全
日
制
普
通
科
１
年
・
沖
山
芽
衣
さ
ん

の
標
語
が
入
選
し
、
本
校
校
長
室
に
お

い
て
11
月
21
日
芝
税
務
署
副
所
長
か
ら

賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

（
入
選
作
）

税
金
は 

あ
な
た
の
未
来
を 

支
え
ま
す

★
新
年
挨
拶

　
　
　
都
立
八
丈
高
等
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
郡
　
司
　
正
　
典

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 
 

さ
て
、
昨
年
は
校
内
漏
電
火
災
事
故
等
が

生
じ
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
方
に
は
大
変

な
ご
心
痛
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し

た
。
改
め
ま
し
て
衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
昨
年
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
再
度
、
全
教
育
活
動
を
見
直
し
、
さ

ら
に
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
学
校
を

開
く
こ
と
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
「
島
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
教
職
員
一
丸
と
な
っ

て
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま

す
。

 
 

保
護
者
、
地
域
の
皆

様
に
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
、「
八
高
」
に
対

す
る
ご
理
解
、
ご
支
援
、

そ
し
て
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ま
す
ま

す
の
ご
多
幸
と
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

 
 
 
 
 
 

八
丈
高
校
経
営
企
画
室
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末
吉
地
区
に
あ
る
三
郷
田
林
道
は
、

昭
和
22
年
か
ら
３
年
を
か
け
て
開
設
さ

れ
、
延
べ
２
６
４
４
ｍ
あ
り
ま
す
。
昨
年

12
月
に
は
、
平
成
18
年
度
事
業
と
し
て
、

１
１
０
ｍ

の
舗
装
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
都
道
入
口
か
ら
２
０
３

０
ｍ
の
舗
装
事
業
の
予
定
区
間
が
、
全

て
完
了
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後

は
、
他
の
林
道
と
同
様
に
、
利
用
者
の
皆

様
と
協
力
し
て
、
維
持
管
理
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
三
根
地
区
と
樫
立
地
区
を
結
ぶ
、
三

原
林
道
（
延
長
１
４
７
４
５
ｍ
）
は
、
12

月
に
林
道
頂
上
付
近
で
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
工
事
（
５
５
０
ｍ
）
が
完
了
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
引
き
続
き
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
（
12
ｍ
）
等
の
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事
に
伴
う
交

通
規
制
の
案
内
は
、
三
根
、
樫
立
両
起

点
付
近
に
掲
示
し
ま
す
。
工
事
中
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
三
原
林
道
で
未
舗
装
と
な
っ
て
い
る

４
２
０
ｍ
は
、
平
成
19
年
度
に
全
線
が

舗
装
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
林
道
は
一
般
道
よ
り
も
幅
員
が
狭
く
、

見
通
し
の
悪
い
急
な
カ
ー
ブ
も
多
い
た

め
、
通
行
に
は
十
分
な
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
（
林
道
の
制
限
速
度
は
、
時
速

20
km
で
す
。
）
。

　
産
業
課
林
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
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税
に
加
算
さ
れ
る
延
滞
金

　
三
郷
田
及
び

　
　 

 

三
原
林
道
の
舗
装
工
事

舗装が完了した三郷田林道

だ
さ
い
。
車
検
を
必
ず
継
続
し
て
、
責

任
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
総
務
課
税
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
１
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道
路
災
害

　
　
復
旧
事
業
の
経
過

 
 

青
ヶ
島
村
で
は
、
２
年
続
け

て
道
路
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
　

　
一
度
目
は
平
成
17
年
６
月
４

日
の
豪
雨
に
よ
っ
て
、
都
道
２

３
６
号
線
（
尾
根
地
区
）
の
道

路
上
斜
面
か
ら
35
ト
ン
の
岩
塊

が
２
個
崩
落
し
、
道
路
が
崩
壊

し
ま
し
た
。

　
こ
の
復
旧
工
事
は
、
国
費
で
執
行
す

る
た
め
、
国
土
交
通
省
の
災
害
査
定
を

平
成
17
年
10
月
受
け
、
そ
の
後
、
工
事

を
発
注
し
、
平
成
18
年
８
月
に
完
了
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平

成
18

年
の

６
月
25
日
に

は
、
豪
雨
に

よ
っ
て
宮
ノ

平
オ
オ
ボ
ラ

地
区
の
道
路

上
斜
面
か
ら

岩
塊
が
崩
落

し
、
道
路
が

崩
壊
し
ま
し

た
。
こ
の
復
旧
工
事
も
災
害
査
定
を
10

月
に
受
け
、
12
月
に
工
事
を
発
注
し
、
工

事
の
完
了
は
平
成
19
年
３
月
の
予
定
で

す
。

　
更
に
、
７
月
８
日
に
も
尾
根
地
区
で

道
路
下
斜
面
が
崩
落
し
ま
し
た
。

　
こ
の
被
災
箇
所
は
寸
前
の
と
こ
ろ
で

道
路
が
守
ら
れ
た
た
め
、
都
の
予
算
で

緊
急
工
事
を
施
工
し
ま
し
た
。
本
工
事

は
12
月
に
発
注
し
、
平
成
19
年
３
月
の

完
了
予
定
で
す
。

　
都
道
２
３
６
号
線
の
上
手
回
り
は
引

き
続
き
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
が
、
八

丈
支
庁
土
木
課
は
、
交
通
開
放
の
た
め

に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、
島
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

　
　 

土
木
課
工
事
第
二
係
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２
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東
京
都
で
は
、
著
し
く
重
度
の
障
害

者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
「
特
別
障
害

者
手
当
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
総

務
課
福
祉
係
で
手
当
の
認
定
・
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

○
支
給
対
象:

20
歳
以
上
の
方
で
、
精
神

　
又
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が

　
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
「
常

　
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
」

　
に
あ
る
方

○
手
当
額:

２
６
４
４
０
円

○
支
給
制
限:

施
設
に
入
所
し
て
い
る

　
方
、
病
院
等
に
継
続
し
て
３
ヶ
月
を

　
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方
、
受
給
者

　
本
人
な
ど
の
所
得
が
限
度
額
以
上
の

　
方
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
障
害
児
福
祉
手
当

○
支
給
対
象:

20
歳
未
満
の
方
で
、
日
常

　
生
活
に
お
い
て
特
別
障
害
者
手
当
の

　
支
給
対
象
者
と
同
様
の
状
態
に
あ
る

　
方

○
手
当
額:
１
４
３
８
０
円

○
支
給
制
限:

施
設
に
入
所
し
て
い
る

　
方
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
、

　
扶
養
義
務
者
等
所
得
が
限
度
額
以
上

　
の
方
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

 
 

総
務
課
福
祉
係 
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時
々
、
傷
つ
い
た
り
、
弱
っ
た
り
し
た
野

生
鳥
獣
の
保
護
の
相
談
を
頂
き
ま
す
。

　
野
生
鳥
獣
は
、
自
然
の
中
で
生
ま
れ
、

育
っ
て
い
き
ま
す
。
時
に
は
自
然
条
件
に
適

応
で
き
な
か
っ
た
り
、
他
の
強
い
動
物
に
襲

わ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、

傷
つ
き
死
ん
で
い
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
自
然
に
生
き
る
鳥
獣
の
本
来
の
生

活
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
こ
う
し
た

鳥
獣
の
保
護
収
容
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
東
京
都
が
収
容
な

ど
積
極
的
に
保
護
を

行
う
の
は
、
希
少
な
種

類
で
あ
り
、
保
護
に
よ

り
野
生
へ
の
復
帰
が

期
待
で
き
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
傷
つ
い
た

り
、
弱
っ
た
鳥
獣
を
見
つ
け
、
そ
の
対
応
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
鳥
獣
の
特
徴
（
大
き

さ
、
色
な
ど
）
や
状
態
を
産
業
課
林
務
係
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
状
態
に
よ
っ
て
、

保
護
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る

場
合
は
、
草
む
ら
な
ど
に
そ
っ
と
放
す
こ
と

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
庭
先
な
ど
で
死
ん
で
い
た
場
合

は
、
埋
め
る
か
、
一
般
の
廃
棄
物
と
し
て
の

処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
産
業
課
林
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
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傷
病
の
野
生
鳥
獣
を
見
つ
け
た
ら

特
別
障
害
者
手
当
等
の
認
定

18年6月25日に崩落した岩塊

崩落の経過

　
　


